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　小口径管推進工法を利用し暗渠
集排水管を敷設する地下水位低下
工法は、三工程方式の施工方法が
一般的です。一工程目の鋼管推進
で推進力が上昇した場合、以降の
工程で推進もしくは引戻しではさら
に推進力が上昇する可能性があり、
施工中断を余儀なくされる場合があ
り、推進力もしくは引戻し力の管理
には十分な注意を払わなければなり
ません。
　KBドレーン工法では、一工程目
のKB推進管の推進工程で推進力の
上昇がみられた場合、到達後、滑材
注入孔が装備されているKB推進管
の先頭管を回収し、KB複合管の直
前に接続させKB複合管を推進する
ことで、二工程目でも滑材注入が可
能となり滑材効果を高め推進力低減
を図ることが可能です。それにより
三工程目のKB複合管のさや管を低
い引戻し力で施工することが可能と
なりました。

KBドレーン工法協会
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